
確認 活動内容 日程

集合時間

集合場所
活動詳細
参照ページ

市職員 ボランティア

□ ファンラン誘導係

18日

8:00 8:30
北九州国際会議場

メインエントランスホール

P.7〜

□ ファンラン手荷物・更衣室係 6:40 6:50 P.9

□ 完走メダル係 9:30 10:00 完走メダル配布テント P.10

□ フィニッシュ会場給水係 8:30 9:00 給水コーナー P.11

□ タオル係 8:30 9:00 タオルコーナー P.12

□ フード係 8:30 9:00 フードコーナー P.13

□ 計測チップ係 9:30 10:00 計測チップ回収コーナー P.14

□ 収容バス降車場係 18日
前半 9:00 9:30

西日本総合展示場本館
中展示場

P.15〜

後半 12:50 各担当降車場

□
フィニッシュ会場警備係
（エリア入場管理）

18日
前半 6:45 7:00

西日本総合展示場本館
中展示場

P.17～
後半 11:30

□
ペアリレーマラソン中継所
ウィメンズ20.4完走メダル係

18日 7:45 8:30 P.19～

□ 来場者案内係

17日
前半 8:30 8:45

P.22
後半 13:00 13:30

18日
前半 6:40 6:50

後半 11:00 11:30

□
フィニッシュ会場
総合案内所係

17日
前半 8:00 8:30

総合案内所 P.23
後半 14:00 14:00

18日
前半 6:30 6:45

後半 11:00 11:30

●スタッフパスが無いとフィニッシュ会場のランナー専用エリアに入れません。
●エリアに入る際は、各入口の警備員・スタッフにスタッフパスをご提示ください。
●スタッフパスを紛失したり、忘れたりした場合は、総合案内所でお申し出ください。
●タオル等、余ったものを持ち帰らないでください。

ボランティアデスク 093-531-2573 ●受付時間／9時～17時（土・日・祝日除く）

お問い合わせ ●集合場所のお問い合わせは、2月16日(金)までにお済ませください。

●大会直前のお問い合わせは、

2月16日(金)9:00～20:00／17日(土)7:00～20:00／18日(日)5:00～9:00

担当係 係 名前

フィニッシュ会場
ボランティアマニュアル

ボランティアマニュアルや動画が
スマホからも確認できます。
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フィニッシュ会場

活動上諸注意

北九州マラソン
ボランティアデスク 093‐531‐2573

●受付時間／9:00～17:00（土日祝除く）

●前 々 日／9:00～20:00

●前 日／7:00～20:00

●当 日／5:00～9:00

●開設期間／2024年2月29日(木)まで

当日の欠席、遅刻の連絡先１

①やむをえない事情で当日に欠席、遅刻する場合は、北九州マラソンボランティアデスクに必ず連絡してください。

また、事前にお分かりの場合も必ずボランティアデスクに連絡してください。

②欠席の場合、配布した「ボランティア支給物品」は返却してください。その際の送料は自己負担です。

③原則として、活動中の早退、途中参加はできません。

活動場所への移動２

当日持ってくるもの4

個人の貴重品、荷物など5

服装識別3

担当 帽子 ウェア ビブス

市職員 白 オレンジ
室内のみ

オレンジ

ボランティアリーダー ー 黄 オレンジ

ボランティア（屋外） ー 黄 ー

ボランティア（屋内） ー ー 黄

ゴミの分別について６

❷ペットボトル

キャップは外して一緒のゴミ袋
に入れる。ラベルはそのまま。

●ペットボトルとキャップ

❶段ボール

●段ボール

❸その他

●紙コップ ●紙コップ以外の
燃えるゴミ

●燃えないゴミ

・原則として、集合場所までは「公共交通機関、徒歩など」で移動してください。 （駐車場はありません）

・移動に関する交通費やその他の報酬などは支給されません。

□ボランティアマニュアル（この冊子）

□時計（時刻が確認できるもの）

□雨具(レインコートなど）

□ボランティアウェア

□防寒具（カイロなど）

□筆記用具

□スタッフパス

□携帯電話、スマートフォン(お持ちの場合）

①ボランティアの荷物置き場、預かり場所はありません。

②ウエストポーチやリュックなど必ずご自分の身に着けられるもので自己管理してください。

③貴重品や荷物の盗難、紛失に関して主催者側は一切責任を負いません。

担当 帽子 ウェア ビブス

救護 赤 赤 白

AED隊 赤 赤 ー

AEDサポート隊 赤 ー 赤

審判員 紺 紺または黒 ー

①今年からボランティアウェアの着用ルールが変わります。

②キャップの配布はありません。ポンチョを配布いたします。

③過去に配布されたボランティアウェアをお持ちの方は、ポンチョの代わりに着用いただいても構いません。

④屋内で活動される一部の方には、当日ボランティアビブスを貸与しますのでそちらを着用してください。

※以下ボランティアウェア・ポンチョ・ビブスすべてを「ボランティアウェア」と表記します。
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フィニッシュ会場

北九州マラソンに関わるみなさまへ２

ボランティアのみなさまには、市内はもちろん全国から参加する１万2千人を超えるランナーが安全・安心に大

会を楽しめるよう、運営をサポートしていただきます。活動にあたって、下記のお願いごとがあります。

心得① 『とにもかくにも安全第一‼』

ランナー、ボランティア、応援の方、大会関係者、通行する人や車、近隣にお住いの方や事業所のみなさまなど、すべての

方にとって安全に大会を運営できるよう、それぞれの場所にご留意をいただきながら活動をお願いします。

押さえておきたいポイント１

●団体・グループ・ファミリーの代表者は、必ず活動日までに以下の事項をメンバーへお伝えください。

①集合時間・場所を確認

スタッフパスとマニュアルにご自身で記入してください。

②活動内容を確認

自分の担当係（活動場所）と位置（目印や○○km 付近）を必ず確認してください。

③当日は、必ずボランティアウェア（黄）を着用（スタッフパスは貼付）

マニュアルを持参することも忘れないように。

④みなさまのリーダーは 『北九州市職員』、『ボランティアリーダー』

当日は、市職員・ボランティアリーダーの指示により活動を行ってください。状況によっては、警察官・警備員・審判員の

指示に従ってください。

市職員による出席確認・活動内容の説明・配置場所・備品の確認を行った後、活動を開始してください。

⑤傷病者対応に困ったら、スタッフパスの表面に記載の『救護本部』に連絡‼

意識がない方を見つけたら、迷わず119番に通報してください‼

あわてずに、落ち着いて対応すること。何よりもまず命が最優先です。緊急時は迷わず通報してください。

基本情報

心得③

『マナーアップでみんなニッコリ‼』

すべての方にとって、気持ちの良い大会にな

るよう、マナーアップにご協力ください。

❶ボランティア活動場所への移動には、公共

交通機関を利用しましょう。

❷ごみ拾いにご協力をお願いします。

❸長時間にわたる場所は交替で休憩をとるな

ど、助け合いながら活動しましょう。

➍ボランティア用のウェアは目印です。

一番上(コートなどの上)に着用してください。

また、休憩中はウェアを脱いでください。

心得②

『ボランティアの笑顔なくしてランナーの笑顔なし‼』

「がんばっとる人を見たら、ほっとけんちゃね！」とキタキュー人の熱～

い気質で、良い意味でのお節介(＝おもてなし)をお願いします。みなさ

まの温かい心づかいと笑顔のおもてなしは、きっとランナーの心に残る

ことでしょう。

外国人や障害のある方も参加しています。筆談・手話など特性に応じ

たコミュニケーションをとる、要補助者用更衣室（スタート会場・フィニッ

シュ会場のみ）の場所を案内できるようにしておくなど、すべてのラン

ナーにサポート・応援の気持ちを示しましょう。

頑張って
ください！

両手をグーにして、両腕を胸の前
で水平に構える。両手をグーのま
ま、上下に2回動かす。

左の手のひらを下にしてグーに
する。右手もグーにして、左手首
を2回たたく。

お疲れ様
でした！

応援の気持ちを示す手話
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フィニッシュ会場

ランナー受付会場図／ボランティア集合場所図

あさの汐風公園

西
日
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合
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示
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本
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総合案内所
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館
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至小倉駅

ランナー
受付窓口

ボランティア
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ン

2月17日（土）

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
会
場

入口

入口

備品
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フィニッシュ会場

フィニッシュ会場図／ボランティア集合場所図

フィニッシュ
救護所

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
会
場

男
子
更
衣
室

手
荷
物
置
場

女
子
更
衣
室

手
荷
物
置
場

あさの汐風公園

給
水

ファンラン
女子更衣室
手荷物置場

ファンラン
男子更衣室
手荷物置場

西
日
本
総
合
展
示
場

本
館

フィニッシュ

総合案内所

入口

Ｅ

入口
Ｆ

入口

Ｂ

入口
Ｃ

入口
Ｄ

ボランティア集合場所一覧

ファンラン誘導係
❶

北九州国際会議場
メインエントランス

ホール
ファンラン手荷物・更衣室係

タオル係 ❷ タオルコーナー

フィニッシュ会場給水係 ❸ 給水コーナー

フード係 ❹ フードコーナー

完走メダル係 ❺ 完走メダル配布テント

計測チップ係 ❻ 計測チップコーナー

手荷物返却・更衣室係 ❼ 更衣室手荷物置場

収容バス降車場係

❽

西日本総合展示場本館
中展示場

フィニッシュ会場警備係
（エリア入場管理）

ペアリレーマラソン中継所
ｳｨﾒﾝｽﾞ20.4完走メダル係

フィニッシュ会場
総合案内所係

❾ 総合案内所

来場者案内係 ➓
小倉駅JAM広場案内

窓口設置場所

北九州国際会議場
メインエントランスホール

中展示場

❷

❸

❹

❺

❼❼

❽
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

フ
ー
ド

備品
ルーム

❾

ファンラン
タオル

ファンランフード

西
日
本
総
合
展
示
場

新
館

入口
Ａ

要
補
助
者
用
更
衣
室

日本陸連公認記録証受付

ファンラン当日受付

※収容バス降車場係（後半）
は直接活動場所に集合

出口
G

ファンランヘルプデスク

ファンラン給水

❻

タ
オ
ル

計
測
チ
ッ
プ

完
走
メ
ダ
ル

2月18日（日）

※アスリートビブスかスタッ
フパスがないと入れません。

※ボランティアの方はラン
ナー専用エリアに入る際、入
口でスタッフパスを提示くだ
さい。

ランナー専用エリア スタッフパス

要補助者用
更衣室

❶

入口

入口

至小倉駅

ケアステーション
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フィニッシュ会場

フィニッシュ会場 車いす配置図

更衣室エリアから救護所までの移動ルート

フィニッシュ
ライン後方
計３台

フィニッシュライン後方フィニッシュ救護所入口更衣室入口

男子更衣室
手荷物置場

女子更衣室
手荷物置場

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

救
護
所

EXPO会場
総合案内所

西日本総合展示場 新館

フィニッシュ
救護所入口
計11台

女子更衣室入口
計5台

男子更衣室入口
計5台

入口
F

ファンランエリア

北九州国際会議場

西日本総合展示場 本館
完
走

メ
ダ
ル

給
水

タ
オ
ル

フ
ー
ド

備品ルーム

計
測

チ
ッ
プ

回
収

要補助者
用更衣室

入口
E

入口
C

入口
Ｂ

入口
A

入口
D
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フィニッシュ会場

ボランティア休憩所

①休憩時はボランティアウェアをお脱ぎください。

②休憩時、ランナー専用エリアを出入りする際は、ボランティアウェアを着用し、スタッフパスを提示して

ください。

※同フロアで「確定申告」(D展示場～G展示場)を開催しております。お間違いのないようにご注意ください。

休憩所は「AIM３階 313～315会議室」をご使用ください。

西日本総合展示場 本館

西日本総合展示場
新館

AIM

北九州マラソン
EXPO会場

フィニッシュ会場

3F 北九州市
子育てふれあい

交流プラザ
「元気のもり」

3
1
5

3
1
4

3
1
3

D
展

示
場

E
展

示
場

F
展

示
場

G
展

示
場

ボランティア休憩所

2F

ガ
レ
リ
ア

AIM 3F

西日本総合展示場
新館 1F

エスカレーター

あさの潮風
公園

北九州
国際会議場

ミクニワールド
スタジアム北九州

戸
畑
方
面

門
司
方
面

小倉駅方面
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フィニッシュ会場

ファンラン誘導係

活動内容２

時間１

①［スタート前］ランナーをスタートエリア入口、スタート地点に誘導する。

 ※小学校低学年などの小さな子どもは、最前列に並ばせないなど整列位置に配慮する。

②［フィニッシュ後］フィニッシュしたランナーをランナーサービスに誘導する。(下記「フィニッシュ後のランナーの流れ」参照)

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 8:00 8:40 11:30 北九州国際会議場
メインエントランスホール

（P.4参照）ボランティア(黄) 8:30 9:00 11:30

配置場所別活動 （※下記❶〜❻が次ページボランティア胸番号(❶〜❻）に対応）3

❶❷❸…ファンランスタートエリア入口の案内をする。

館内メインエントランスに人がたまる傾向にあるので、出口をふさがないよう、中庭（次ページ エリア）で待機

するよう誘導をする。

❹………プラカードを掲げ、ファンランスタートエリア入口を案内する。

❺❻……歩道上で観客が道をふさがないよう誘導をする。

❶❷❸…メインエントランスから出てきたランナーをファンランスタートエリア入口へ誘導する。

❹………看板を掲げ、審判員の誘導でファンランスタートエリア入口からファンランスタート地点まで移動する。

❺❻……歩道上で観客が道をふさがないよう誘導をする。

❶❷❸…館内や付近にファンラン参加者がいないかどうか確認。 発見した場合は一緒にスタートエリアへ案内する。

❹………セレモニー終了後（9：58頃）ランナーがスタート前方に移動するための誘導をする。

❺❻……歩道上で観客が道をふさがないよう誘導をする。

❶…………フィニッシュしたランナーを入口Eへ誘導する。

❷❸❹❺…フィニッシュしたランナーを入口Fからランナーサービスの各コーナーへ誘導する。

❻…………フィニッシュ後、更衣を済ませて退館するランナーに出口Gを案内する。

備品4

①ファンラン競技が終了後、ファンラン手荷物・更衣室係と一緒に周辺のゴミ等を片付け、更衣室入口付近にまとめる。

②片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

備品は市職員が集合場所のカゴ台車から受け取り、活動終了後に返却。(集合場所に備品カゴ台車あり)

□プラカード □トラメガ □ゴミ袋 □トラロープ10m

（専
用
出
口
Ｇ
）

退
館

更
衣

手
荷
物
返
却

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

タ
オ
ル
コ
ー
ナ
ー

給
水
コ
ー
ナ
ー

フィニッシュ後の流れは

次ページ「スタート後」の図参照

①スタートエリア入口オープン前 （9：00～9：30）

②スタートエリア入場 （9：30～）

③スタートセレモニー （9：50～）

④スタート後 （10：00～10：45）

⑤片付け・解散 （10：45～11：30）

スタート前

スタート後

【フィニッシュ後のランナーの流れ】
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フィニッシュ会場

ファンラン誘導係

ボランティア配置6

入口

F

出口

G

出口専用→

メイン
エントランス

フード

タオル給水

フィニッシュ

男子更衣室
手荷物置場

女子更衣室
手荷物置場

要補助者用更衣室

雨天時
推奨ルート

ファンラン

先頭

【入口E】

9:30頃〜審判員の誘導で、ファ
ンランスタートエリア入口からス
タート地点まで移動する。

【ファンランスタートエリアの様子】

看板：ボランティア❹

ランナー専用エリア

※一般の方は入ることができない。
※ボランティアの方は、専用エリアに
入る際、入口でスタッフパスを提示
する。

出口

G

男子更衣室
手荷物置場

女子更衣室
手荷物置場

要補助者用更衣室

入口
F

出口専用→

メイン
エントランス

ファンラン
スタート地点

ファンラン
スタートエリア入口

当日受付
ヘルプデスク

西日本
総合展示場

新館

西日本
総合展示場

本館

9:00～

10:00～10:45

スタート前

スタート後

中庭

ボ

❶

ボ

❷

ボ

❸

ボ

❹

ボ

❺

ボ

❹

備品カゴ台車

ボ

❻

ボ

❺

ボ

❻

ボ

❹

ボ

❸

ボ

❷

ボ

❶

屋外で誘導

入口
E

入口
C

入口
D

要補助者用更衣室
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フィニッシュ会場

ファンラン手荷物・更衣室係

活動内容２

時間１

①更衣室の出入口でランナーの出入りをチェックする。

②更衣室の出入口で関係者以外の者の出入りがないか監視をおこなう。

③ファンラン参加者の手荷物置場の管理をおこなう。

注意事項３

①アスリートビブスの提示がないランナーは入室させない。

※ランナー以外は入室禁止。（原則保護者も入室不可）

②不審者や不審物を発見した場合は、ただちに市職員に報告する。（不審物を自分で触らない）

③更衣室が手荷物置場となる。手荷物はランナー自身で置いてもらう。

④貴重品、壊れ物などは預かることはできない。

⑤ランナーの荷物は絶対預からない。

活動の流れ４

①備品を受け取る。

②活動場所に移動し、更衣室内に不審物がないか確認する。

①準備（～7:00）

①更衣室出入口でランナーのアスリートビブスを確認する。

②9:20になったら、更衣室からスタートエリアに移動するよう案内する。(9:30ファンランスタートエリア入場開始)

②スタート前（7:00～9:30）

①前のフードコーナーから来たランナーを更衣室出入口でランナーのアスリートビブスを確認する。

②更衣室で座り込んだり、寝ているランナーがいたら「どうしましたか？」と声を掛ける。

※気分が悪くなったり、動けなくなったランナーを発見した際は、速やかに市職員に伝える。

     報告を受けた市職員は車いす等を利用し、フィニッシュ救護所まで連れて行く。（車いす、救護所の場所はP.５参照）

③更衣後は速やかに退室するよう、促す。

③フィニッシュ後（10:00～10：40）

①周辺のゴミ等を片付け、ゴミはまとめて更衣室入口付近にまとめる。

②片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

③引き取り手のない荷物、忘れ物は市職員に渡し、市職員が総合案内所に届ける。

④片付け・解散（～11:30）

備品５

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 6:40
7:00 11:30

北九州国際会議場
メインエントランスホール

（P.4参照）ボランティア(黄) 6:50

※小学生ファンラン参加者の保護者付き添いについて

●原則、更衣室への入室は禁止。ボランティアで対処できない場合は、市職員に判断を仰ぐ。

下記備品は市職員が集合場所のカゴ台車から受け取り、活動終了後に返却。

◻ゴミ袋 ◻トラロープ10m
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フィニッシュ会場

フィニッシュ関門

15：00までに通過

したランナーには

完走メダルを渡す。

西日本総合展示場
本館

西日本総合展示場
新館

完走メダル係

活動内容２

時間１

①フィニッシュタワーを通過した完走ランナー１人1人の首に完走メダルをかける。

②完走メダルをかける際は、「完走おめでとうございます！」「お疲れ様でした！」など、笑顔で元気よく声をかける。

③残ったメダルを持ち帰らない。その他関係者に求められても丁寧にお断りする。

注意事項３

活動の流れ４

①準備（10:10～11:15）

①束ねた首掛けに手を通し、メダルを腕に提げてから、束ねて

いる紐をはずす。

②ランナーへ声をかけながら、１人ずつ首にかける。

③配布をしながら、随時、補充もおこなう。

④終盤になったら、補充の量を減らす。

②配布（11:15～）

①余った完走メダルをテント内の一カ所にまとめる。

②ゴミをまとめて、ゴミステーション（P.3参照）に集める。

③片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が

点呼をとって解散。

③片付け・解散（～16:00）

備品５

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 9:30
10:10 16:00

完走メダルテント
（P.4参照）

ボランティア(黄) 10:00

●配布対象は、「マラソン」「ペアリレーマラソン」の完走者のみ。

④配置図

●ボランティア配置図

完走メダルを2個渡す人

黄色のゼッケン ピンクのゼッケン
＋

[白]タスキ

赤のビブス

ファンラン完走者 ペアリレー第2走者
（繰り上げスタート）

メディカルサポートランナー

第1走者がリタイアし繰り上げス
タートとなったペアリレー第2走
者。完走とはみなさない。

医療従事者ボランティアス
タッフのため、完走メダルは
渡さない。

完走メダルを渡してはいけない人

ピンクのゼッケン
＋

[赤]タスキ

ペアリレー第2走者
（第1走者・第2走者ともに完走）

第1走者・第2走者の2人分の完走メダル
を渡す。ペアリレーマラソン担当者を決め、
確実に2個渡せるようにする。

ファンランには完走メダル
がないため渡さない。

完走メダルと下記備品は現地に備え付け。

□ゴミ袋 □ハサミ □カッター □軍手 □布ガムテープ 

□段ボール整理用PPロープ

●制限時間内に完走したランナーと制限時間以降にフィニッシュしたランナーを確実に区別するために、市職員は14:50になったらフィニッシュ
関門に移動し、15:00までにフィニッシュ関門を通過した最後のランナーを確認する。

●15:00までにフィニッシュ関門を通過したランナーには、完走メダルを渡す。※白タスキは除く

①箱からメダルを出し、20個の束にして首掛けを紐で束ねる。

②束にしたメダルを机の上に並べる。

③空の段ボールは潰して重ねる。 完走メダル
テント

※ウィメンズ20.4 完走メダル係はP19・20参照
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フィニッシュ会場

フィニッシュ会場給水係

活動内容２

時間１

①すべてのランナーに1人1本スポーツドリンク（500mlペットボトル）を手渡す。

②フィニッシュしたランナーを拍手や「お疲れ様でした！」などかけ声でお出迎えする。

③ファンラン担当者は、12:00頃まで北九州国際会議場内の給水コーナーを対応。

業務が終わり次第、西日本総合展示場に移動し、マラソン・ペアリレーマラソン・ウィメンズ20.4の給水コーナーで活動する。

注意事項３

①スポーツドリンクは、「マラソン、ペアリレーマラソン、ファンラン、ウィメンズ20.4」の完走・リタイアを含めた全てのランナー

に、1人1本を配布。

②複数求められた場合は、丁寧に断る。

活動の流れ４

①スポーツドリンクの箱は、補充しやすいように、箱を開封しテーブル

の近くに整頓しておく。

②開封した箱から1本ずつ、テーブルの上に並べる。

※スポーツドリンクのラベルがランナーから見えるようにおく。

③空き箱はつぶして重ねる。

   ※余ったスポーツドリンクを入れる

      ための箱は残す

①準備（9:10～10:00）

①ランナーに「お疲れ様でした！」「おかえりなさい！」など声をかけ

ながら、笑顔で1人1本を手渡す。

②ランナーの通行誘導をしながら、 随時補充もおこなう。

③終盤になったら、補充の量を

減らす。

②配布（10:05～）

①余ったスポーツドリンクを箱に入れ、テント内に一カ所にまとめる。

②周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に運ぶ。

③片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼を

とって解散。

③片付け・解散（～16:00）

備品５

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 8:30
9:10 16:00

給水コーナー
（P.4参照）

ボランティア(黄) 9:00

配布レイアウト６

下記備品は現地に備え付け

□ゴミ袋 □ハサミ □カッター □段ボール整理用PPロープ

●マラソン・ペアリレーマラソン・ウィメンズ20.4

●ファンラン

「お疲れさまでした！」
と手渡し

補充

誘導

補充

補充

誘導
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フィニッシュ会場

タオル係

活動内容２

時間１

①すべてのランナーに出走記念タオル1人１枚、ひろげて“肩にかける”。※1人1枚のみ

※ファンラン担当者は12:00頃まで北九州国際会議場内タオルコーナーを対応。ファンランのタオルコーナーの業務が終わり

次第、西日本総合展示場に移動し、マラソン・ペアリレーマラソン・ウィメンズ20.4のタオルコーナーで活動する。

注意事項３

①「マラソン、ペアリレーマラソン、ファンラン、ウィメンズ20.4」の全てのランナーに配布。

※途中でリタイアしたランナーにも、タオルを肩にかける。

②完走メダルのあるランナーには「完走おめでとうございます！」

 ※完走メダルのないランナーには「お疲れ様でした！」「次回がんばって下さい！」など元気よく声をかける。

※ファンランは完走メダルがないので「お疲れ様でした！」と声かけ。

③タオルは1人1枚を厳守。残ったタオルは持ち帰らない。その他関係者から求められても、丁寧に断る。

活動の流れ４

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 8:30
9:10 16:00 タオルコーナー

（P.4参照）
ボランティア(黄) 9:00

①箱からタオルを取り出し、テーブルに重ねておく。

※重ね過ぎると倒れてタオルが床に落ちるので、重ね過ぎない。

※空き箱はつぶして重ねておく。

（余ったタオルを入れるための箱は残しておく）

①準備（9:10～10:00）

①机の上に広げたタオルを腕にかけて持つ。

②ランナーへ声をかけながら、1枚ずつ“肩にかける”。

③配布をしながら、随時、補充もおこなう。

④終盤になったら、補充の量を減らす。

②配布（10:05～）

①余ったタオルを箱に入れ、テント内に一カ所にまとめる。

②周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に運ぶ。

③片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼を

とって解散。

③片付け・解散（～16:00）

備品５

下記備品は現地に備え付け

□ゴミ袋 □ハサミ □カッター □段ボール整理用PPロープ

配布レイアウト６

●ファンラン

●マラソン・ペアリレーマラソン・ウィメンズ20.4

お疲れ様でした！

タオルは肩にかける

タオルを並べた
テーブル

配布

補充

タオルを並べた
テーブル

配布
補充
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フィニッシュ会場

フード係

活動内容２

時間１

①すべてのランナーにフードを配る。

②フィニッシュしたランナーを拍手とかけ声でお出迎えする。

※ファンラン担当者は12:00頃まで北九州国際会議場内のフードコーナーを対応。ファンランのフードコーナーの業務が終わ

り次第、西日本総合展示場に移動し、マラソン・ペアリレーマラソン、ウィメンズ20.4のフードコーナーで活動する。

注意事項３

①フードは1人1つを厳守。２つ以上渡すと数が足りなくなるので、複数求められたときは丁寧に断る。

②残ったフードは絶対に持ち帰らない。その他関係者から求められても、丁寧に断る。

活動の流れ４

①補充しやすいように、フードのトレーやテーブルの近くに整頓しておく。

②フードはテーブルの上に並べて置く。

※積み過ぎると崩れることがあるので、積み過ぎに注意する。

③空き箱はつぶして重ねておく。

※余ったフードを入れるための箱は残しておく

①準備（9:10～10:00）

①ランナーに「お疲れ様でした！」「おかえりなさい！」など声をかけながら、笑顔で手渡す。

②ランナーの通行の誘導をしながら、随時、補充もおこなう。

③終盤になったら、補充の量を減らす。

②配布（10:05～）

①余ったフードをトレー（もしくは箱）に入れ、一カ所にまとめる。

②周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に集める。

③片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

③片付け・解散（～16:00）

備品５

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 8:30
9:10 16:00

フードコーナー
（P.4参照）

ボランティア(黄) 9:00

配布レイアウト６

下記備品は現地に備え付け

□ゴミ袋 □ハサミ □カッター □段ボール整理用PPロープ

※レイアウト変更の
可能性有り

補充
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フィニッシュ会場

計測チップ係

活動内容２

時間１

①ランナー(ファンランは除く)のシューズに付いている計測チップとビニタイの回収。

※ペアリレーマラソン第1走者とウィメンズ20.4ランナーは10:10頃から戻って来るため、適宜、計測チップを回収する。

注意事項３

①ニッパーを使用してビニタイを切る際は、ランナーのシューズの紐を誤って切らないよう、十分注意する。

②回収したチップをポケットに入れるなどしたまま、フィニッシュ地点に近づかない。

※フィニッシュ地点にあるマットに反応し、正確な記録が取得できなくなるため

活動の流れ４

①計測チップ回収箱、ビニタイ回収箱を回収エリアに並べる。

②計測チップを回収していることをランナーにアナウンス。

③ランナーが滞留しないよう誘導する。

④基本的にはランナー自身で計測チップを外してもらうが、ランナー

からの要望があれば、手でビニタイを解き、ビニタイと計測チップ

 を回収する。

※「お疲れ様でした！」と声をかけながら回収する。

※立てない人などがいたら、近くのイスを案内し、座ってもらって

から回収する。

⑤近くの計測チップ回収箱、ビニタイ回収箱に入れる。

①準備・回収（10:10～）

②片付け・解散（～16:00）

備品5

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 9:30
10:10 16:00 計測チップ回収コーナー

（P.4参照）
ボランティア(黄) 10:00

①計測チップ回収箱、ビニタイ回収箱はまとめてその場に置いておく。（あとで運営スタッフが回収）

②ゴミをまとめて、ゴミステーション（P.3参照）に集める。※付近にビニタイ、チップが落ちていないかどうか確認。

③片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

備品は現地に備え付け

□ゴミ袋 □ニッパー □計測チップ回収箱 □ビニタイ回収箱

【計測チップ装着イメージ】

計測チップ

ビニタイ

【計測チップ回収箱・ビニタイ回収箱】

【計測チップ】

【計測チップ回収の様子】
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フィニッシュ会場

収容バス降車場係

活動内容２

時間１

①リタイアしたランナーもドリンクやフード・タオルが受取れるため、収容バスでフィニッシュ会場に戻ってきたランナーを

ランナーサービスエリアまで誘導する。

②収容バスに積んでいる備品（毛布、ドリンクなど）を収容バスに乗り込んでいる市職員(収容関門係および関門ディレクター)

と連携して回収し、フィニッシュ救護所に運ぶ。

注意事項３

①自力歩行できないランナーがいたら、車いすでフィニッシュ救護所（P.3参照）まで連れて行く。（車いすは、コース上の各救護所

から収容バスに乗せて戻ってくる車いすを使用）

※緊急を要する場合は市職員に報告し、救護を要請してもらう。

②ランナーがどの収容関門で収容されたかによって動線が異なるため、注意する。（次ページ参照）

活動の流れ４

①収容バス降車場の場所、ランナーサービスエリアまでの誘導ルート、フィニッシュ救護所の場所を確認する。

①準備（9:45～10:30）

①収容バスから降車したランナーをバスごとにまとめて、ランナーサービスエリアまで誘導する。

（リタイアしたランナーにも出走記念タオル・ドリンク等を渡すため）

※自力歩行ができないランナーは車いすで、フィニッシュ救護所に連れて行く。

※緊急を要する場合は市職員に報告し、救護を要請してもらう。

②収容バスに積んでいる備品(毛布やドリンク等)を、フィニッシュ救護所に運ぶ。

※台車が必要な場合は備品ルーム（P.3参照）に取りに行く。

※収容バスの一部は、毛布を積んでいない場合もあるので、収容バスに乗車している

関門ディレクター(近畿日本ツーリスト)の指示を仰ぐ。

③バスが降車場を出る前に、収容関門係（市職員）と一緒にバス内にランナーが残っていないかを確認する。

②収容バス到着（10:30～15:00）

①周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に集める。

②引き取り手のない荷物、忘れ物は総合案内に届ける。

③片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

③片付け・解散（～16:00）

備品５

下記備品は市職員が備品ルーム（P.3参照）で受け取り、活動終了後に返却。

□案内看板（A4ラミ）

ルート① 3km/8km/11km/15km 関門 小倉駅新幹線口（北口）貸切バス駐車場(右ページ上図)で収容バスを降りる。
→ペデストリアンデッキを使ってランナーサービスエリアへ

ルート② 25km/29km/32km/
36km/40km 関門

西日本総合展示場本館北側駐車場（右ページ下図）で収容バスを降りる。
→本館と新館の間を通ってランナーサービスエリアへ

（参考） 20km 関門 ※収容バスなし 収容関門から歩いてランナーサービスエリアへ ※20km収容関門係が誘導する

前半 後半
集合場所

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合時間 活動開始時間 解散時間（予定）

市職員
(オレンジ)

9:00

9:45

→ → → → →

16:00

西日本総合展示
場本館中展示場

（P.4参照）
※後半は各担当

降車場
ボランティア

(黄)
9:30 13:00 12:50 13:00
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フィニッシュ会場

収容ランナー誘導ルート図

給水

ランナー
サービス
エリア

フィニッシュ
救護所

西日本総合
展示場 新館

ＫＭＭビル

西日本総合展示場 本館

25km関門～40km関門 収容ランナー

降車場から、本館と新館の間を通って、入口B
を経由後、ランナーサービスエリアへ

小倉駅新幹線口(北口)
貸切バス駐車場

西日本総合展示場
本館 北側駐車場

エレベーターで
ペデストリアンデッキへ

エスカレーターで
ペデストリアンデッキへ

ＫＭＭビル

ペデストリアンデッキを利用

西日本総合
展示場 新館

ランナー
サービス
エリア

給水

エレベーター・エスカレーター
で1Fへ

3km関門～15km関門 収容ランナー

20km関門 収容ランナー

収容関門から地上道路（歩道）を歩いて入口Dを経由後ラ
ンナーサービスエリアへ

小倉駅北口エレベーターおよびエスカレーターから2Fにあ
がってペデストリアンデッキを利用。屋内2F通路を通って入
口Bを経由後、ランナーサービスエリアへ
※車いす、歩行が困難なランナーはエレベーターを利用

入口

D

収容関門係
が誘導

リーガロイヤルホ
テル小倉

地上道路を利用

あさの汐風公園

（車いす等）

降車場：西日本総合展示場 北側駐車場ルート②

エスカレーターをのぼる

降車場：小倉駅新幹線口(北口)貸切バス駐車場ルート①

２０km収容関門
AIMガレリア2Fの
屋内通路を利用

【参考】

①

②

フィニッシュ
救護所

入口
Ｂ

降車場周辺の写真

ドリンクを取っていない
ランナーはカゴ台車の
ドリンクを取る

入口
Ｂ

ドリンクを取っていない
ランナーはカゴ台車の
ドリンクを取る
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フィニッシュ会場警備係

活動内容２

時間１

①ランナー専用エリアの出入口A・B・C・D・E・F(次ページ参照)で警備員と共にランナー・関係者の出入りをチェックする。

②出入口で不審者の出入りがないか監視をおこなう。

③リタイアしたランナーは入口Bから入るよう案内する。

(ランナーサービスエリアで、計測チップ回収、タオル・スポーツドリンク・フードの受け取りをおこなうため)

 ※リタイアしたランナーは入口Aから入場させない。

④20km関門でリタイアとなったランナーは歩いて入口Dから入場する。

⑤市職員は1名入口Cに配置。2名は各入口を巡回し、各入口の監視を行う。

注意事項３

片付け・解散４

①周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に集める。

②片付け終了後、集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

備品５

下記備品は市職員が備品ルーム（P.3参照）で受け取り、活動終了後に返却。

□フィニッシュ会場図 □フィニッシュゲートへの行き方図  □ゴミ袋

①ランナー専用エリアに入る際は、アスリートビブスまたはスタッフパスの提示が必要。

※アスリートビブスまたはスタッフパスの提示がない場合は、絶対に入場させない。

※スタッフパス見本は上図参照、アスリートビブス見本はP.26参照。

②スタッフパスを忘れたボランティアスタッフがいた場合、総合案内所へ行くよう案内する。

【スタッフパス見本】

前半 後半

集合場所
集合
時間

活動開始
時間

解散時間
（予定）

集合
時間

活動開始
時間

解散時間
（予定）

市職員
(オレンジ)

6:45

7:15

→ → → → →

16:00
西日本総合展示場

本館中展示場
（P.4参照）ボランティア

(黄)
7:00 12:00 11:30 12:00

審判員は日本陸上競技連盟
公認審判員証をスタッフパス
として使用
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フィニッシュ会場

フィニッシュ会場 入口図

更衣室に向かうランナーが多く出入り
収容バスを降車したランナーが多く出
入り

フィニッシュ救護所へ向かう車いすの
ランナー及び関係者のみ出入り可

ペアリレー第1走者、ウィメンズ20.4ラ
ンナー、20km関門で収容されたラン
ナーが多く出入り

ファンランランナーが多く出入り ファンランランナーが多く出入り

入口

Ａ

入口

Ｆ

入口

Ｅ

入口

Ｃ

入口

Ｂ

入口

Ｄ

※主にペアリレー第2走者、メディカルサポート
ランナー（後半）、伴走者（後半）

※リタイアしたランナーは入口Aから入場させない

西日本総合展示場 本館

西日本総合展示場 新館

ランナー専用エリア

入口

F

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

救
護
所

ファンランエリア

北九州国際会議場

男子更衣室
手荷物置場

女子更衣室
手荷物置場

完
走

メ
ダ
ル

給
水

総合案内所

※西日本総合展示場からフィニッシュ地点へ行く
一般者は迂回するよう案内。

※リタイアしたランナーは入口Bを案内する。

計
測
チ
ッ
プ

回
収

待
合
所

入口

C

入口

B

入口

A

入口

D

タ
オ
ル

フ
ー
ド

入口

E
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フィニッシュ会場

ペアリレーマラソン中継所・ウィメンズ20.4完走メダル係

時間１

①「ペアリレー中継所」、「ウィメンズ20.4」完走メダルに関わる全体の管理・統括。

②「ペアリレー中継所」周辺が一時的に「一般者通行規制」となるため、その出入口に立ち関係者以外が立ち入らないように案

内する。

③「ペアリレー第2走者」の手荷物預けの案内や集合場所への誘導。

④「ペアリレー第2走者」へ競技説明の実施。

⑤ボランティアと伴に、「ランナー」「リタイア者」へ動線を案内。

①市職員

活動内容２

一般者
通行規制エリア

ペアリレー中継所

第２走者 集合場所

西日本総合展示場 本館

西日本総合展示場 新館

あさの汐風公園

小倉記念病院

リーガロイヤルホテル

集合時間 活動開始時間 解散時間（予定） 集合場所

市職員(オレンジ) 7:45 8:00
12:30

西日本総合展示場
本館中展示場内

（P.4参照）ボランティア(黄) 8:30 9:00

ペアリレー中継所

①第1走者の位置情報は「ランナーズアップデート」や「応援ナビ」で各自確認し、自分のペア（第1走者）が

 ペアリレー中継所へ迫ってきたら、各自、中継所の待機場所へ移動して準備してください。

②防寒着はペアリレー中継所では預けられません。出走前に手荷物袋の中に入れて、全て預けてください。

③ペアリレー中継所にはスタート前給水所があります。

④タスキは必ず肩からかけて走り、フィニッシュ後も完走メダルを受け取るまでは外さないでください。

完走者は完走メダルを2人分（2つ）受け取ってください。 タスキがない場合、完走メダルはお渡しできません。

⑤12:01までに第1走者が来なかった場合は、第2走者は繰り上げスタートとなり、白いタスキをして走って

 いただきます。

繰り上げスタートは完走として認められません。

繰り上げスタートは2人とも完走メダルを受け取ることはできません。

⑥ペアリレーで使ったタスキはみなさまに差し上げます。記念にお持ち帰りください。

繰り上げスタートの白タスキも返却不要です。

⑦スタートしてすぐコース上に20kmエイドステーションがあります。フルマラソンランナーがエイドステーション側

に寄ってくるので接触しないよう注意してください。

●ペアリレー第２走者への説明事項（市職員）

※ペアリレー第1走者とｳｨﾒﾝｽﾞ20.4ランナーを審判員が誘導します。

※図面の❶〜⓫が次ページのボランティアの番号に対応

中継所
のぼりベース

所

ボ

❺

ボ

❹

ボ

❸

ボ

❷

ボ

❶

ボ

❻

ボ

❽

ボ

❾

ボ

❼

ボ

⓫

ボ

❿

9:３0～

～9:30

（EXPOステージ）
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②ボランティア

③片付け・解散（～16:00）

①周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P. 3参照）に集める。

②中継所で余ったスポーツドリンクは箱に入れ１か所にまとめる。

③引き取り手のない荷物、忘れ物は総合案内所に渡して引き継ぐ。

④片付け終了後、集合場所に再集合して、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

「ペアリレーマラソン中継所」・「ウィメンズ20.4」完走メダル係

下記備品は備品ルーム（P.3参照）から市職員が受け取り、活動終了後に返却。

□予備手荷物袋 □予備手荷物シール □黒マジック □トラメガ □ウィメンズ完走メダル □のぼり

下記備品はペアリレー中継所テントのカゴ台車から市職員が受け取り、活動終了後に返却。

□第２走者ウェア預け予備用90L透明ビニール袋 □予備防寒ポンチョ □ペアリレー参加案内 □黒マジック □白タスキ

□ボールペン □クリップボードA4タテ □スポーツドリンク □ゴミ袋 □紙コップ □ゴミ箱 □手持ち看板 □トラメガ

備品3

走路看板持ち
配置場所で看板を掲げ、「マラソンランナー」「ペアリレーマラソン第1走者」「ウィメンズ20.4」
のそれぞれの走路を案内する呼びかけをおこなう。
（例：「マラソンランナーは右寄り、ペアとウィメンズは左寄りを走行してください」)

中継所
誘導看板持ち

配置場所で看板を掲げ、ペアリレーマラソン第1走者・ウィメンズ20.4をコーンバーの内側
（ペアリレー中継所への動線）へ誘導。※審判員(紺ウェア・紺帽子)と協力しておこなう。

注意喚起
配置場所でマラソン走者へ走路幅減少に対する注意喚起をおこなう。
（例：「マラソンランナーは右寄り、ペアとウィメンズは左寄りを走行してください」)

第2走者の誘導 集合場所からペアリレー中継所への誘導をおこなう。(左図❻参照)

中継所
ドリンク配布

ペアリレー中継所の第2走者スタート前給水所でスポーツドリンクを手渡す。

第１走者の誘導 ペアリレーマラソン第1走者・ウィメンズ20.4をランナーサービスエリアに誘導する。(次ページ参照)

第１走者の誘導
ペアリレーマラソン第1走者・ウィメンズ20.4をランナーサービスエリアに誘導する。(次ページ参照)
（入口Dへの案内）

第１走者の誘導
ペアリレーマラソン第1走者・ウィメンズ20.4をランナーサービスエリアに誘導する。(次ページ参照)
（左折案内）

ウィメンズ
完走メダル渡し

完走メダルの紛失を防ぐため、ランナーが来るまで必ず、メダルから目を離さないこと。
メダルを腕に提げてから、ランナーへ声をかけながら、１人ずつ首にかける。
「ウィメンズ20.4km」のアスリートビブスの色は、『オレンジ』
※ペアリレーの第１走者(『ピンク』のアスリートビブス)には渡さない。

中継所
のぼり持ち

のぼりをコンクリ土台に挿し、手で持つ。

給水準備 ペアリレー中継所(左図❻)の給水準備。

第2走者の誘導
(手荷物預け等)

●第2走者の手荷物預けの案内をおこなう。
手荷物シールが貼ってあることを確認し、所定の場所（次ページ参照）に置くよう案内。

●9:1０になったら以下を適宜アナウンスする。
※第2走者の方は西日本総合展示場新館EXPOステージに9:３0までに集合してください。
※集合の際は、着替えを済ませてお集まりください。

集合場所、中継所では防寒着のお預かりはいたしません。
※寒い方はお配りした防寒ポンチョをご利用ください。

●9:２0になったら第2走者を「EXPOステージ」へ誘導開始し、9:３0までに集合完了させる。

完走メダル
ウィメンズ20.4完走メダルの準備。メダルを机の上に並べておく。
※完走メダルの紛失を防ぐため、必ずメダルから目を離さないこと。

ボ

❸
ボ

❷

ボ

❶
ボ

❻
ボ

❽
ボ

❾
ボ

❼
ボ

⓫

【左図❻ペアリレー中継所】

ボ

❺
ボ

❹

ボ

❿

共通(9:00～9:30)１

活動(9:40～)2 （※下記❶〜⓫が前ページ及び次ページの図面の番号(❶〜⓫)に対応）

【左図❹❺第2走者集合場所】

ボ

❶

ボ

❷

ボ

❸

ボ

❺
ボ

❹

ボ

❻

ボ

❼

ボ

❽

ボ

❾

ボ

❿

ボ

⓫
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ペアリレー第2走者
(女子)手荷物置場

入口

Ｄ

ボランティア
↑胸部分の番号（❹～⓫）
がP.20の❹～⓫に対応

ボ

ボ
❹

9:40～

第1走者・ウィメンズ20.4
フィニッシュ後動線

第2走者スタート前動線

第1走者・ウィメンズ20.4
のフィニッシュ後の

ランナーの手荷物返却
更衣の動線

ペアリレー第2走者
手荷物置場

ペアリレー第2走者
(男子)手荷物置場

西日本総合展示場
本館

ボ
❺

ペアリレー第2走者
集合場所

EXPOステージ
（集合時間9:30）エントランス

ボ
❺

〜9:30

ボ
❹

〜9:30

ボ
❼9:40～

柵
中継ゾーン

西日本総合展示場
新館

男子入口

入口

A

看板B

看
板
Ａ

市

市

看板A

市職員
市

「ペアリレーマラソン中継所」・「ウィメンズ20.4」 動線誘導 配置図

ペアリレー中継所・ウィメンズフィニッシュ１

ボ

ボ

❽

❾

看板B

看
板
Ａ

看
板
Ｂ

女子入口

ウィメンズ20.4km
完走メダル

ペアリレー中継点

×3

審

審

ボ
❻

市

審

ボ
❼ 9:40～

ボ
❿

第2走者待機場所

第2走者スタート前
給水所

アスリートビブス
スタッフパス確認

※車椅子の方、一般の方
でやむをえず通行が必要
な場合は通行いただく。

9:40～

9:40～

ボ
⓫～

ランナー
サービスエリア

～9:30

～9:30

ウィメンズ２０.4
フィニッシュ

＆

男子更衣
スペース

女子更衣
スペース

男子更衣
スペース

EXPO会場
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来場者案内係

活動内容２

時間１

①指定の場所に案内看板を設置する。

②ランナーや観客などの問い合わせに対応する。

③問い合わせが予想される内容に関して、事務局が作成した資料を携帯し、会場内・外周辺を巡回する。

④問い合わせが特にない時は、適宜休憩をおこなう。

⑤館内のゴミ箱のゴミ回収をおこなう。

※水道は館内トイレの給排水施設を利用する。

  ※ゴミはゴミステーション（下図参照）に集める。

片付け・解散３

①周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に集める。

②集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。

備品４

下記備品は、市職員・ボランティアリーダーとボランティアが備品ルーム（P.3参照）で受け取り、活動終了後に返却

□ゴミ袋 □清掃用ビニール手袋 □携帯用資料一式

【携帯資料】

●フィニッシュ会場図 ●フィニッシュゲート案内図 ●トイレ案内図 ●ファンエリア案内図 など

前半 後半

集合場所
集合時間 活動開始時間

解散時間
（予定）

集合時間 活動開始時間
解散時間
（予定）

17
日
（土
）

ボランティア
リーダー
(ビブス)

8:30 9:00 14:00 13:00 14:00 19:00

西日本総合
展示場

本館中展示
場内

（P.4参照）

ボランティア
(黄)

8:45 9:00 14:00 13:30 14:00 19:00

18
日
（日
）

市職員(オレンジ) 6:40 7:00 12:00 11:00 12:00 16:00

ボランティア
(黄)

6:50 7:00 12:00 11:30 12:00 16:00

あさの汐風公園

西日本総合展示場 本館

フィニッシュ

総合案内所

西日本総合展示場 新館

入
口

至小倉駅

入
口

北九州
国際会議場

地上階
ランナーエリア

ランナー専用エリア

AIM3F 
休憩室

ゴミ
ステーション
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フィニッシュ会場総合案内所係

時間１

①会場の下見をし、関連資料に目を通しておく。

①準備

①事前申し込みをチェックし視察セットを渡す。

②事前申し込みしていない視察団は名刺をもらい、視察受付簿に記入してもらう。

①名刺をもらい、報道受付簿に記入してもらい、広報本部へ行くよう案内する。

②報道対応

④問い合わせ対応

活動内容２

③視察対応

[ボランティア・スタッフからよくある質問]

（１７日）

●ボランティアの集合場所→ボランティアマニュアルP.3を提示して案内。

（１８日）

●ボランティアの集合場所→ボランティアマニュアルP.4を提示して案内。

●ボランティアが利用する送迎バス乗車場所

→西日本総合展示場本館北側のバス乗り場を案内。

（ホームプラザナフコ行き、コゲツ産業行き、ゼンリンプリンテックス行きが8:30に西日本総合展示場を出発する）

●メディカルサポートランナーの受付→メディカルサポートランナー受付簿に記入後、ビブス、手荷物袋、手荷物シールを渡す。

●ケガによる保険手続きの相談→翌日以降、北九州マラソン事務局へご連絡してもらうよう案内。

[ランナーからよくある質問]

（１７日）

●ペアリレー第2走者の集合場所・スタート地点→ペアリレー参加案内を提示してご案内。

●ランナーの呼び出し→個別のランナー呼び出しはおこなわない。

●出走前にランナーから棄権の申し出があった→ランナー受付窓口で申し出るか、ヘルプデスクへ行くよう案内する。

またヘルプデスクで計測チップを返却するよう、案内。

●手荷物預かり袋、手荷物預かりシールを紛失した→用意してある予備を1セット渡す。

前半 後半

集合場所集合
時間

活動開始
時間

解散時間
（予定）

集合
時間

活動開始
時間

解散時間
（予定）

17
日
（
土
）

市職員(オレンジ) 8:00 9:00 14:30 14:00 14:30 20:30

総合案内所
（P.3、4参照）

ボランティア（黄） 8:30 9:00 14:30 14:00 14:30 20:00

18
日
（
日
）

市職員(オレンジ)
6:30 7:00

→ → → → → 16:30

12:00

11:00 12:00 16:30

ボランティア
（黄） 6:45 7:00 12:00 11:30 12:00 16:30
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フィニッシュ会場総合案内所係

[一般来場者からよくある質問]

（１７日・１８日共通）

●迷子を保護した→大会本部へ連絡し、同伴者が来るまで総合案内所で待ってもらう。

●落し物、忘れ物について→落とし物管理簿に記入してもらう。所有者が現れた場合は、受け渡しをおこなう。

●総合案内所横のトイレが並んでいてなかなか入れない。別の場所にトイレはないか→トイレ案内図を提示し案内。

[ランナーからよくある質問]

（１８日）

●ペアリレー第2走者の集合場所・スタート地点→ペアリレー参加案内を提示してご案内。

●ランナーの呼び出し→個別のランナー呼び出しはおこなわない。

●ファンラン当日受付の会場→北九州国際会議場を案内。

●前日受付していないランナー(未出走者）だが、参加賞（サコッシュ）を受け取りたい

→2024年2月19日(月)から3月8日(金)までに、北九州マラソン事務局にアスリートビブス引換証を郵送（または持参）するよう案内。

※「参加のご案内（マラソン・ペアリレーマラソン）」“参加賞（サコッシュ）の受取“の説明を見せながら案内。

●日本陸連公認記録証の申し込み→フィニッシュ会場図を提示し、日本陸連公認記録証発行受付の窓口を案内。

●なかなか知り合いが帰ってこない、途中で救急搬送されたか確認したい→個別の確認はおこなっていない。万が一救急搬送された場合は、

緊急連絡先に必ず連絡をしている旨を伝える。「ランナーズアップデート」や「応援ナビ」で、走っている場所などを確認できることも案内。

●病院に搬送されたランナーの手荷物を受け取りたい→救護本部から総合案内所に届けられるので、該当する荷物を返却し、受領書に署名を

もらう。（受領書は16時頃に救護本部が回収に来る）

●没収された仮装グッズを返却してほしい→総合案内所に届いたものは返却。届いていない場合は大会本部へ問い合わせる。

備品４

□ボランティアポンチョ／黄色 □ボランティアポンチョ／オレンジ

□参加のご案内(3種)

□フィニッシュ会場図

□スタート会場図

□スタート会場への地図

□大会プログラム

□交通規制チラシ

□応援マップ

□ランナー募集要項（申込書）

□フィニッシュ会場ボランティアマニュアル

□トイレ案内図

□筆記用具

□収容バス降車場案内図

□安全ピン

□ビニタイ

□視察セット

(北九州市の紙袋、プログラム、スタッフパス)  

□手荷物袋・手荷物シール

□防寒ポンチョ 

□完走メダル

□出走記念タオル

□広報本部案内図

□ナンバーカード引換証 見本

□落し物管理簿

□報道受付簿

□視察受付簿

□ランナー受付案内図

□針金付き荷札

□ボランティアバス時刻表

□スタッフパス(大会関係者・プレス）

□スタッフパス（シール)

□メディカルサポートランナー受付簿

□メディカルサポートランナーセット

（ビブス・手荷物袋・手荷物シール）

片付け・解散３

①周辺のゴミ等を片付け、ゴミはゴミステーション（P.3参照）に集める。

②集合場所に再集合し、市職員(オレンジ)が点呼をとって解散。
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Q＆A

NO 質問 答え

1 貴重品は預かってもらえるのか。 預かることはできません。

2
ランナー受付でもらった手荷物袋または手荷物シールをなく
したがどうすればよいか。

それぞれ下記場所にて予備の手荷物袋・手荷物シールをお渡しします。
＜マラソン/ペアリレー(第1走者)/ウィメンズ20.4＞
　スタート会場（北九州市役所）の総合案内所

＜ペアリレー(第2走者)＞
　フィニッシュ会場総合案内所（西日本総合展示場新館）

＜ファンラン＞
　北九州国際会議場の当日受付のヘルプデスク

3 手荷物の預け場所と受け取り場所はどこか。

◆手荷物預け場所
＜マラソン/ペアリレー(第1走者)/ウィメンズ20.4＞
　スタート会場（北九州市役所）の手荷物預かりトラック
＜ペアリレー(第2走者)＞
　フィニッシュ会場（西日本総合展示場新館）の手荷物置場
＜ファンラン＞
　北九州国際会議場のファンラン手荷物置場

◆手荷物受け取り場所
＜マラソン/ペアリレー(第1走者・第2走者ともに)/ウィメンズ20.4＞
　フィニッシュ会場（西日本総合展示場新館）の手荷物置場
＜ファンラン＞
　北九州国際会議場のファンラン手荷物置場

4 フィニッシュしたランナーをどこで待てばいいか。
北九州国際会議場前がフィニッシュ地点となります。フィニッシュ会場（西日本総合展示
場）や隣接するあさの汐風公園などでお待ち合わせ下さい。

5
なかなか知り合いが帰ってこない。途中で救護されたか確認
がしたい。

個別の確認は行っていません。ランナーの現在地は応援ナビ、ランナーズアップデート等
で各自ご確認ください。

6
フィニッシュ後、家族と連絡がとりたいが呼び出しなど対応で
きるのか。

会場内での個別の呼び出しは行っておりません。

7 活動場所までどうやって行けばよいのか。
徒歩または公共交通機関での移動をお願いします。（駐車場はありません）
※交通費の支給はありません。

8 ボランティアの荷物を預ける場所はどこか。 ありません。各自で管理をお願いします。

9 ボランティアの着替えるところはあるのか。 ありません。活動する服装でお越しください。

10 事故やケガの補償は。 ボランティア活動時の事故やケガは保険の範囲で補償します。

11 軽食は配布されるのか。 休憩所にご用意しておりますのでお受け取り下さい。

12 用事ができたので参加できなくなった。 ボランティアデスクにご連絡ください（表紙参照）。

13
当日の集合時間にどうしても間に合わない。（公共交通機関
の始発でも間に合わないetc…）

ボランティアデスクにご連絡ください（表紙参照）。

14
ボランティアの活動内容が分からないときは、誰に聞けばよ
いのか。

市職員（オレンジウェア着用）かボランティアリーダー（黄色ウェアにオレンジビブス着用）
にお尋ねください。

15 ボランティアウェアのサイズを変えて欲しい。
ウェアはフリーサイズです。防寒着等の上から目印で着用いただきますので、大きめのつ
くりとなっています。

16 グループ・団体内でポスト変更してもいいか。
事前にボランティアデスクへご連絡ください。ボランティアを統括する市職員・ボランティ
アリーダーへ変更内容を周知します。

17
グループ・団体の代表者以外のメンバーは配置場所へ直接集
合してもいいか。（この場合の「代表者」とは、当大会ボラン
ティア申込の代表者をさす）

代表者が点呼をとった状態であれば可能です。

18 当日の朝、発熱や体調が悪い場合はどうしたらよいのか。 発熱や体調不良の場合は参加できません。ボランティアデスクにご連絡ください。

19 忘れ物をした。 総合案内所へお越しください。

20 忘れ物を拾った。

＜ランナーの物と思われるもの（ネックウォーマー、サングラスなど）＞
総合案内所でお預かりします。

＜現金、財布、携帯電話など＞
近くの交番に届けてください。または、報労金（お礼）の権利を主張されない場合は、市
職員・ボランティアリーダーにお預けください。※預かる際、拾った時間・場所を確認して
ください。預かった落とし物は市職員・ボランティアリーダーが大会本部に引き継ぎます。

手話 21 手話通訳ができる方はいるか。 いません。筆談で対応させていただいております。

迷子 22 迷子を発見した。 総合案内所までお連れください。同伴者が来るまで総合案内所で保護します。

忘れ物

分類

ラ
ン
ナ
ー

（
ま
た
は
そ
の
関
係
者

）
か
ら
よ
く
あ
る
質
問

手荷物
預かり

その他

そ
の
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
質
問
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アスリートビブス一覧

参加者氏名

■マラソン登録の部／男子 ■マラソン登録の部／女子

■マラソン一般の部／男子 ■マラソン一般の部／女子

■マラソン一般の部／男子／ニックネーム ■マラソン一般の部／女子／ニックネーム

■ペアリレーマラソンの部／第1走者 ■ペアリレーマラソンの部／第2走者

スタートブロック

手荷物預かりのトラック番号
マラソン男子：①～⑬
マラソン女子：⑭～⑮
ペア１走：男子⑥女子⑭
ペア２走：西日本総合展示場
ウィメンズ：⑭

下地：白
文字：黒

下地：青
文字：黒

下地：青
文字：黒

下地：ピンク
文字：黒

下地：白
文字：赤

下地：青
文字：赤

下地：青
文字：赤
(ニックネームは黒)

下地：ピンク
文字：黒

■ファンランの部

下地：黄
文字：黒

緊急連絡先情報
・氏名
・連絡先

■ウィメンズ20.4の部

下地：オレンジ
文字：白
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北九州マラソン実行委員会事務局 ボランティア担当行 FAX ０９３－５８２－０１０３

ボランティアアンケート

ボランティアのみなさまには大会運営を支えていただき、事務局スタッフ一同、心よりお礼申し上げます。  
本用紙は、活動終了時にマニュアルより切り離して市職員へお渡しください。
また、FAXや下記QRコードからの回答もお受けしています。

 いただいた回答は、みなさまからの貴重なご意見として、次回大会の運営の参考にさせていただきます。 
 以下、該当する項目を○で囲み、必要事項をご記入ください。

１ 活動日、活動内容を教えてください。

（ ）２月１６日（金） 活動内容 （  ）
（ ）２月１７日（土） 活動内容 （  ）
（ ）２月１８日（日） 活動場所・内容（ ）

２ あなたの年齢を教えてください。

10代/  20代/  30代/  40代/  50代/  60代/  70代/  80代以上

３ 今回のボランティア募集を何から知りましたか？

主催者からの連絡 /  大会ホームページ  / テレビ・ラジオ / 新聞 / ポスター /  
大会公式SNS /  知人からの紹介 /  その他 （ ）

４ 今回のボランティア活動の満足度を教えてください。

とても満足 /  満足  / ふつう / 不満 / とても不満

５ 活動場所のボランティアの配置人数について教えてください。

とても多い / 多い / ふつう  / 足りない  / とても足りない

６ 次回大会では、あなたもボランティアリーダー（黄色ウェアにオレンジビブス着用）を
してみたいですか？

ぜひしてみたい / してもよい /  どちらでもない / したくない

７ 活動中にお気づきの点などがございましたら、ご意見を聞かせてください。

以上 ご協力ありがとうございました。

※スマホからもアンケートにご回答いただけます。QRコードを読み
取っていただき、アンケートのページにアクセスしてください。

アンケート
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【転倒、ふらつき、蛇行、立ち止まりなど 通常の行動とは違った状況を発見した場合】

救護を待っている間は、できるだけ寒さを防ぐ（温める）ようにしてください。

※ランナーだけではなく、ボランティアや観客、役員、警備員の中で傷病者が発生した場合も同様の対応を行ってください。

警備員、市職員(オレンジウェア)の指示にしたがってください。

災害・悪天候による大会の決行・中止の発表は、大会当日2月18日(日)午前5時に下記にて発表いたします。

◆ 北九州マラソン大会ホームページ https://kitakyushu-marathon.jp/

◆ RKB毎日放送（4ch） 中止の場合のみ、テレビでもお知らせします。

・落し物は市職員に届け、市職員が総合案内へ届ける。

・通行人や沿道の観衆が落し物を届けてきた場合は、大会関係者の所有物と思われる物品（ランニングウエア・グッズ類）

はそのまま預かり、市職員に届ける。

・大会関係者の所有物か判断がつかない物品（現金・財布・携帯電話など）は直接、近くの交番に届けるように拾った方に

  案内する。※但し、報労金等（お礼）の権利を主張されない場合は、拾った時間、場所を聞きとって市職員(オレンジ

  ウェア)に届けてもかまいません。

傷病者対応

地震、火事などの緊急事態がおこった場合

落とし物について

大会の中止について

全員がテロ等に対する危機意識をもって従事し、不審物・不審者を発見したときは、

ただちに警備員か市職員(オレンジウェア)に連絡してください。

不審物・不審者を発見したとき

※電話番号はボランティアスタッフパスに記載しています。下記のことをあわてずゆっくり伝えてください。

❶発見場所をわかる範囲で伝える。

「ボランティアの＊＊(氏名)です。○○(地点)付近で傷病者発見しました。目印は○○です。」

❷傷病者の状態を伝える。

意識はあるか? 呼吸はしているか? 身動きしているか? を確認。

❸選手のアスリートビブス（ゼッケン）番号を伝える。

「アスリートビブス○○番です」

❹救護本部の指示に従う。市職員(オレンジウェア)にも報告する。

周りにいる
スタッフにも声を掛けて、

協力しながら、
迅速に行動しましょう!

活動前に自分の担当エリア・場所（周辺の目印になる建物等）を確認してください。

「救護本部」への連絡方法 TEL:093-512-0515

傷病者発見‼ 傷病者に数回、声をかける 『大丈夫ですか？』

❶ 意 識 が な い 場 合

●周囲の人と協力し、歩道に運ぶなどの安全確保

●現場から119番通報

●通報後、赤いスタッフウェア、ビブスをつけたスタッフを探す

⇒近くにいなければ、救護本部に連絡（AED隊を呼ぶ）

❷ 歩 け な い 場 合

●周囲の人と協力し、歩道に運ぶなどの安全確保

●周囲に赤いスタッフウェア、ビブスを付けたスタッフがいれば伝える

●救護本部へ連絡（救護本部が対応についての指示を出します）

●状況によってはすぐに119番通報 ⇒通報後、救護本部に連絡

❸歩ける（動ける）場合

●傷病者を歩道に誘導し安全を確保する

●赤いスタッフウェア、ビブスをつけた人がいれば状況を伝え、

様子を見てもらう

●最寄りの救護所に誘導する(徒歩or救護タクシー)

重
症
度

●高

●低
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